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_ 1 _ _

以上，失礼をもかえりみず，まP とに蕪雑な批判を 

試みた点，著名-の御宽怒をお願レ、致す次第であるが、 

終りにひとつ，著者の相変らざる青年のような情熱に 

心打たれるものがある》筆者の学生時代（1943〜的) , 
とくに笫二次火戦後，わたくしは萼者の書物をよみ， 

感銘をうけ，且つ講演会においてそ、の風貌に接し影響 

をうけた。兆立講觉における三木淸追悼講演会におV、 
て，あるいは三田山上での講演において，福沢論吉を 

論じ，野 h 栄太郎を語る著者に，大学の授業では得ら

_ _ m _

れぬものをうけとめAtように思う，あれから20年，久 

し振り丨こ読む著者羽仁五郎氏め書物にゆ，まったくあ 

<9ときの, あの当時の歯切れのよ（、肉声，ときには皮 

肉な面もちで，ときには怒りにもえたきびしい眼ざし 

で，若い学生を叱咤したそのま章の声が，本書を通じ 

て伝わってぐるのを感ずる。著者も記憶されているで 

あろうか。切に御健康を祈念したい (勁嫌書房. 1968年 

7 月刊， B6, 6打貢, 950円)。 >

飯 甲 ， 鼎
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学 位 授 与 報 告

浜 播 文 雅 君 学 位 授 与 報 #

報 告 番 号  

学 位 の 種 類  

授与の年月日 

学位論文題名

乙第317号 

経済学博出 

昭和43年 3月1B 0 

「設備投資行動の研究j

内 容 の 要 旨

「設備投資拧動の研究」論 文 要 旨 •

浜 田 文 雅 ' :

この，J、論において筆者が追及し本うとしたことは> 
「企業の設備投資を決意させるものは何か，設 備 幽  

の規模とその変動を規制する耍因9 中で支配的なも1の 

は何か丄という .ことである。云うまでもなく ,企業め  

投資決意を促す要因は無数に存在するであろう。伝統 

的な経済理論から得られる知識は,そめ中で支配的か 

も.のが，生産物への需要と，投資の収益率で•あること 

を教えてくれる。企業の最適化行動は，与えられた坐 

產の技術条件の下に知ける意図された闯萣資ボスト：ッ 

クの水準を決卑し，それゆ丰として歲出水準と資本の 

労働に対する,相対価格に依存している。この相対価格 

が着実な低下傾向をもつとき^:は，最適な固定資本ス 

トッグは產出鸷O鞸型関数一.その非同次項が負値を 

とる一 -.で琏似できる。この場合には，限界固定資本 

係数は傾向に安定的である，

戦後から極く最埤までP 時系列データ片よって,内 

田忠夫•魏部経彥崗氏ゆ設備投資が,利潤および期首 

資本ストヅクi,の間に疋め相関があ芩；とを発見し， 

ぐれが「投資が投資を呼ぶj という,事実を反映するも 

のであると解釈した。筆者は精密な実験計画に基づく 

ー鸿の計測によって，わが国の.場合にも，チXナリマ， 

コイ一ク，クラィ，ン等が欧米諸国のデ，タによって発 

見した場合と同様に, 適当なサンプル一^各変数の変 

域が十分大きい一一を用いれば, 設備投資は，他cpijf 

情に斑化がないかぎ.り,期首固定资本ストックと负の 

相_ をもつぶとを実証した。

笫.4〜6車は，ストタク調盤腺理を用いてごの点に 

関する経験的研究結采を.ま上めたも0 である。 ,

第 7 章では，ストック調整原理の一つの拡張を試み 

た結果が示されている。斗をでは，直接的に最適な資 

本ストックを推矩し，それと期首資本スKックのギヤ 

ツプを調整する速度が, 将来期待賛务<pァペイラビリ 

. ティ“ などに依存しX いると想定されている。_ 的 

結果は必ずしも満圮なものではないが，この分!nfでの 

研究発展の广つめ方向も示している。敁適な資本スト 

ツクの推定値ほ主として, C E 右生產関数の楷造パラ 

メタ，: 需寒の動向,:资本と労働の相対师格に依存して 

いる。ここでのC E S 生産関敎.の構造パラメタの描宛 

法は，_ 者の独創的なものである。推宠されたパラメ 

ネ.の安宠性はかなり高い。，こ，のようにm 示された也鹿 

構造を制約条件として，費用極小化の1 階条件から， 

最適資本不トックの推宛値が計算される。以上第 4 〜

7章はとの論文の中核をなしでいる.4 ..

設備投資に対す:る全融而がらの影響に関する経験的 

研究％  ロック • アンダ— ソy を除けば全く.不毛であ 

っ年:。第 8 萆および第9 章はこの分野への一つの試論 

的接近をおこなった結母が示されている。設備役资行 

動を企業P 資金調违ど運用の-^貫占して観察するとき, 

設傰投資と資金調達総額との間には,長期にぉいてか 

なり安宛的な関係が冬ることが明らかにされた。この 

関係は，短期においては非枣逆的で:あることから，む 

しろ，資金調達に際して，:設備投資が短期的には主動 

的な役割りを果すという洞察が亩能となる。

'最後 f e , 第10章 (袖論）では, 設備投資と経済全体 . 
の資金循環との関速が分析される。第 4 〜 9 章は，設 

偷投資が臾物的な諸要因,，特に生産物の需驳と資本労 

働の相対価侉め弈化によって支配的な傲響を受けるこ 

とを直接および_ 接に乐したわけであるが，この章で 

は，政府め財政^金融政策が企業の設備投資にかえる 

効果.がかなり遲いことを，在庫投資との比較!^よって 

示している纟以上によって,.設備投資が経済企体に及 

ぽす効果がかなり速いのに対して，財政.金融政策が 

設備缉資を与える効果，特に , 後者の効來はかなり ili]
接的であるC t が巧らかにされた。 '；...

審 査 報 # 要 旨

投資関数の观論は当初景気変動分析の— 環として登 

場した。その代表的なものは1的9年のP. A ,サムエル. 
ソンの「乘数と加速度の相;Et作J |] jにあり，，犯に1950 
年に刊行されたJ. R. ヒックスの. r贽気循環論 .丨.にあ . . 
ると云ってXい。 こ，夕 2 つの著作は刺こ加速故の原理 

を諶礎と’しているが，この原理には次の .2 つの前提が

99(521)

猶 濟 嫁 # 麵 薇 纖 驟 纖 a 纖 ? 今 - 桃 練 細 a i» M 離



考 ^ ^，独頌初 辟̂ ^ ^ 遇 み ル̂！̂，狄划5V 奴ぜ长リ咖 ommij^jgg gjHlpjPSWWWMWWynWiii.iiMi

学 位 授 与- m 告

あること， '
( 1 ) 資本存在 ilkが產出水唞に対し述続的に適虑ずる

: '.こと。. . ' : く. ：….’ ':
(2)冇効需55の股现にAI；•礎をおく:ため，常匕蜜卷供 

給の制約がなく，企菜の計画通りに投資が行なお 

れること。

この屮で第1 の点については Im R .ダライy , M,力 

レッキ— 等によって批利が-ドされ；投資を決定する4  

のは政出高の変化と云うよりも , むしろ利_ の大ぎさ 

にあるとして，加速度原观に対抗ずるものとして「利 

澗原理」 が打ち出された。1950年ダラインはその著 

「ァメリ力介衆PWこおける経済变劬j におい弋利潤原 

现の適川を試みた。

第 2 発展段階になると投資と云っても設備投資,;祖 

庫投资，迚設投資によって，それぞれその動因が異な 

ることが叨らかとなり，それぞれ別個に関数型を導出 

しようとする試みが現われてぐるV この中でも最もシv 
ステマティックに投資計両が行われるものは設備投資 

であるとされ，この分野が急速に開発されたヶそじて . 
汛にマクロ的な景気予測の手段もして用V、るだけでな 

く度業別に分解してその設備投資め命逝性をはがるた 

めの判断迤準とするところまで進展する。 1952年 の ’ 
H. B. Chonnery の論文'.Overcapacity and Acceleration 
Principle, 1954 印の. L. M. Koyck (O:Distributed Lags 
and Investment Behavior, 1963 年の’ Edwin Kuh O 
Capital Stock Gr6Wth: A Miei^o-Ecohornetric Approach 
等がこれセある。:総じてこれらの分析は，電力， _ ，. 
セメント , 如道等の製造鹿業を対象 i する，ものが多か

. つ た 。 ■ .
資金供給の制約につV ては1957年 0  ’ J. Dues6nberry 

の .Business :Gy6le..and Econotttic'Growtlv■...に詳しい。. 1 
投資を;論中る忙あたづてこの著書の•長所は資金！̂達の 

找 用 分 析 を 行 な :加速度.原理の修正をばかづたとと 

ろにある。 ； … ’
一休， H本経済の場合には企樂め資金調連に時して . 

対外侬苻度が強く， そのため丨こ企業©計画通りの投資 

が实現せず，多くの計辱分frがレばしばこの難点に逢 . 
於 し て 苫 し ん だ も の セ „ ' '

浜田氏の分析はこれらの諸穸の研究がら出発する。 

そして上述の靱点から投資行動と企業の資金調速との 

閲述を独調する。しか:じ同氏に i れば，，.拙按•每融方式 

が支配的なわが国め場合には,.大規模企梁の投資行動 

に対して直接的な企融萌がらの制約はあまり：な l  Sよ 5 
にALVわ れ る と 結 論 す る . . ; , へ

計量の対象となっ/こ.4 のは主として戦锋のわが国製 

造業主要企業め設備投資行動でおり商品ベースからの 

接近法を採用娃ず，企業べ一スからの接近法をとる。 

売上高, 附加価値，法人所得の間に線型関係系あると 

の観察啡実かち出発し，長期的に見て資本係数が産業 

間にぉいてW なり興った値を系すのに対し，設備め稼 

動率は横道v、であるとしている。これより投资のラグ 

め分布を諶礎として，加速度原廸会修JHした「調#赓 

理j を提唱する。かくして最適資宋メトックの構成要 

因としては，中立的な技術進歩ド也產拡大，资本と夯 

働の相対価格をおげ，これよ:り訐画投資と現梁投資み 

ギャップの説明を試みる。 、

文，企業の利用可能ん資金総額士夾物的及び金融的 •: 
各資産頃目へ配分する原理を追求し在® 投資と売-ヒ 

使権の関速〖こ及ぶ'  かくして戦後'わが国製造業主驳企 

業の行動は経済成長に対する期待と技術革新，間接的 

金融方式による資金の効率的供給約こよってそめ規模 

を拡太:していiづ.た'と 給 論 て い る i.、'
この袖:定結果を見るに (P. 35)」 產業丨とよっては季節 

ダミ' —係数の信頼度け必ずしも炎くない。従って氏の 

主張する販売金額と附加価値め關の線型関係にっし、て • 
も若毕割引‘きして考える必要がるし；人件費と販濟 

金額の関係にっいても同様であろう。 P, 38又 P. 47以 

下のデフレーシa ソK _ しての物価指数の使い方にも 

若干の問題ほある。

第 3 章め資本係敫と相対価格の関係を考察する忆あ 

ナこら文出発点となるものはダグラス菡数ある。これ 

に設備镓慟率を導入し（前章の稼働率一矩の仮説と姑 

合 ) 最葙資本係数を’求:める。 しかし鉍働率）が不変盼 

であるがらヒそこめ , fdrM ilationは意味があるので*
X が一定な6 原型のままのダグラス商数を使用じても . 
特に差支えはないはずセある。

.次に需要供給のギャップを論C弋いるが，猶耍先行• 

型と判定する特定の資料は示されていない。又 , この* 
分祈が昭和対一35印の日本経済のデ”タを使用してV、r 

るので；ニ応こめ前提が認めう丨るとしズも，崧近の情 

勢にっいてこの原理が妥肖するかどうかは疑間め余地 

がある。觅 に X * と 《：* の_述にっいても化学工業や 

策気機滞の場合など，必ずしも平行性を示していない ,, 
馆 4 箄はチ土ネリーカゝら出発して設婶投資を説呱し 

ようとするものでf cるがy 加速度厨现に加えるに前記 ; 
の投資を撙入するとの意味が必ずじも叨らがでなVk > 
コ/{ .y i； <r> Distributed L a g sを参照した’と•あ■るが,: 

その胫開にはより詳細な理論的説明を必姐どする。兑

100(522)
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パ ラ メ  ニダニの信頼限界にも 111] 題はある。

第 5 _ は形式上第4 章の続きとなっているが両者の 

間に密接な_ 係はない。、ととでは斩役資と洱投資との 

開係を择駿的に導出したにル:まる。（p. 79)
第 6 章ば生產関数，费相関数;より资木と労働の相対 

姉格ゼ固矩資本係数の関係を導（、たもので，本来なら 

は’第 3 章の議論 fこつながるべき’ものであるが，その結 

びらきが弱く第4 章め_ 論との関係も明らかでない。 

むしろ第 .5 章との結_ らきが強く出ている。、

: 第 7 軍は第 3 章の :発展である本，中立的技術進歩が ‘ 
現実に存在十る.とほ組らないV..以上その推矩に問題が 

かかってくる。ことでC E S 生産函数の思想が入って 

いるが，それだけには!： S 関数6 持づ問題点が合まれ 

ていると去ってもよい。

第 8 章は流動資産と実物資産への配分を問題とする , 

が物価体系の変動をどO  X うに組み入れるかに問題が 

残ざH てV、名。 : •

第 9 章セは突質的内部資金p と固定資本ストックk  

'め関係を逍求す名が资金保宥と実質資逾保有の間の流 

動性遂択を決定する耍因任必ずしも明らかにされてい 

ない。ゼめ場合の方程式の当てはまりの稈度は

… 相関係数R =0.7〜0.8 .

程度であまり皮くない。 ：

以上のJ tうに個々め点につC、ては冬くめ問題を残す 

が賈頭に述べたようにわが国データを川い.ての設備投 

資関数には多< の問題があり， 真体的な計测も比較的 

少数である現状から見て，現代投資兩数の迎論を以<
整逝し， 白本経済f e あてk 全名よ5 な形態に発展させ， 

わが国に知ける施寒投資©行動康现にっいてが!!叨の一 

つの方向蚤与えたととは孚ム一夕な槊紹であり，経済 

学博士に相当ずるも^)と認める。

論 文 锘 香 担 当 者 生 査 .鈴 木 諒 ー

, 制 查 寺 堪 琢 膺 . 

尾 崎 巌
, . . .  ■ . : . ‘，

' 試験の結果の要旨 ,

本大学院経済学研究科が,大学院吵士課积修了洛と 

词等以上の学力を有すると左を確認した。

試 験 担 当 畓 千 秫 栽人 

ペ 小 池 故 之

佐 々 波 櫞 子 君 学 位 授 与 報 告

報 告 黹 fj- 
学 位 の 稀 m 
授年のイ丨:刀R 

学位論文题名

乙第 318号 

経济学陴士 

昭和 43年 3 月 18 H 
r経済成長とm際競爭カ_

内 容 の 要 旨

「释済成只と丨SI際競争力」論文要恃

你々波榀子

木論は名•国の経済成提に伴う労拗生產性の昀上と負 

金動向はその闺際競伞力の決矩にと..ろ.てきわめて前要 

であるという考え方にもとづき，終•済成技とW 際效幼 

の相互閲述を分析する。第 1帘では経済成丧の誘因と 

しての围際f(妫の役割を考察する。国際贸幼の芘本的 

な役割は同際問の般適資源配分を出?ることによっ 

て，より高い突質所得水裀を违成することである，し 

かしこれをより動態的に考察すれば，闲際贸易k エ燊 

化の初期の段階においては_内市場に代わりン新じい 

資源の開発への契機を捉供する，さらに経済成丧の原 

勤力となる新技術の項:入は資本財の輪入を通じて名•国 

に伝えられる場合が多い。.4  ロの世界経済の现状をみ 

ると，批界贸易贵拡大のきわあて大き/j：部分はレ、わゆ 

る瘙済成熟則を迎えた先進諸国問の竹易に.よって占あ 

られている。このことは先進国の経济成長率を紐持す 

る‘ためのエ菜生産牽リ丨力としても闰際贸黏が茁袈な役 

割をはたすことを示している。

第 汽 は ， こめような同際贸姑の役割を观解した上 

で, _ 際分菜の成立を刑論的に考察するa およそC、ず 

れの経济现論がより俊れているかは，それが現突め経 

済現象をいかによく説明し，かつ灾証分析による予測 

にたえるかという点から判断される。闹際分業の成立 

に関しては各因の，-k產袈尜比率に从:づくへクシャ- - .  

才一リンの命齒と , 勿働仙ifi((説に驻づく比較生逾费婊 

现が代丧的な观論模型とし '•とあげられる。

本論では第3 3す£以下の火証分析のための观論モデル 

として後者をもちいた。 これは比較也诡赀説の中核を 

なす穷蚴也座性が，経济成長にともなう[SI際競爭力の‘ 
間題を説明するのにもっとも茁奕であると考えたから . 
である。 • ,

経济成丧にともなう各途架の炎呦生跑性:の励而と货
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